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雷 はじめに

港北 ニ ュー タウ ンは街 づ くりの 基本 方 針 と して､｢緑 の 環 境 を最 大 F艮に保 存

す る街 づ くり｣ ｢"ふ る さ と〟 を しの ばせ る街 づ くり｣ ｢安 全 な街 づ くり｣ ｢高

い水 準 の サ ー ビスが得 られ る街 づ く り｣ とい う 4つ の柱 が 定 め られ ､ これ に

基 づ き開 発 が行 わ れ て い る｡

一 方 ､ タ ウ ンセ ン ター地 区 は ー ｢パ イ ロ ッ トプ ラ ンの 横 言寸｣(1970年 )に お い

て 開発 目標 (① 余 暇 活 動 の 充 実 ､(訂豊 か な空 間 形 成 ､③ シ ョッ ビン グの 利便

性 ･低 廉 性 ･快 適 性 ､(彰公益 施 設 の充 実 ､⑤ 職 住近 接 ､⑥ 将 来 発 展 の 余 地 )

が 定 め られ ､これ をベ ー スに数 々の 検 育寸が重 ね られ ､ 現 マ ス ター 7■ラ ン(1976

辛 ) に至 って い る｡

さ らに以降 の ｢横 浜 21世 紀 ブ ラ ン｣(1981年 ) で は ､都 心 部 を補 完 す る横 浜

市 の 副都 心 と して整備 す る こ とが 目標 と され た ｡

以 下 の よ うな経 総 を もつ タ ウ ンセ ン ター地 区 は ､今 後 具 体 的 に整 備 す る段

階 に至 って い るが ､開発 に あ た って は規 マ ス ター プ ラ ンで その ま ま実 現 す る

の で は な く､策 定 後 の 時 間 経 過 に伴 う社 会 ･経 済 等 諸 動 向 の変 化 に対 応 し､

さ らに将 来 を展 望 した新 た な セ ン ター整備 の 考 え方 に基 づ い た言十画 を策 定 す

る こ とが ,JZ､要 とな って いた ｡

L

この ため ､横 浜 市 港 北 ニ ュー タ ウ ン建 設 部 及 び住 宅 ･都 市 整 備 公 団 に お い

て ､ タ ウ ンセ ン ター の マ ス ター 7 ラ ンにつ い て ､ その修 正 方 針 及 び修 正 の 具

体 的 内容 につ い て検 言寸を加 え て きた が ､現 段 Ft.at･に お い て全 体 の概 略 を ま とめ

るに至 った とこ ろで あ る｡

な お ､港 北 ニ ュー タ ウ ンの タ ウ ンセ ン ター に あ って は ､ 多数 の 地 権 者 が存

在 す るが ､地 権 者 とは昭 和62年 の ｢地 権 者 世 話 人 会 ｣ー昭 和63年 以 降 の ｢地 権

者 代 表 者 会 喜簸J を組 轟哉し､各 段 階 で この確 言忍を と りな が らt本 計 画 を策 定 し

て きて お り､平 成 元 年 4月 に開 催 した ｢地 権 者 総 会 ｣ に お い て この 内 容 は 了

承 され て い る｡

以 上 の よ うな経 緯 で今 回 の マ ス ター フ ラ ンの 修 正 が お こなわ れ た が ､地 下

鉄 3号 線 及 び新 駅 の 建 設 が 急 ピ ッチ に進 む 中 で ､ タ ウ ンセ ン ター地 区 の "ま

ち び ら き'' を 目前 に して ､具 体 的 な施 設 建言箕､様 々 な先 進 的機 能 の 展 開 が動

きつ つ あ り､今 後 の さ らな る検 書寸と充 実 した街 づ くりが期 待 され る と こ ろで

あ る｡

今 後 と も､ さ らに検 討 を深 め る こ とに よ って ､良好 な セ ンター地 区 が 形 成

され る こ と を念願 す る次 第 で す ｡

平 成 2年 3月
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I■ Ⅰ.開発理念

1. 多機能複合 に基 づ く広域 拠 点の形成

港北 ニュータウンは､鉄道網や広域幹線道路綱等が近 い将来 さらに充実す

ることによ り､横浜市 中心部だけでな く東京都心部 との関係性 が強 まり､発

展性の高い拠点的地域 を形成す る可能性が強い｡

また､センター地区は商菓業務集積地区 として首都圏で も有数の規模 を有

していることか ら､横浜市北部の商業核 となるだけでな く､首都圏域 まで視

野 に治めた広域対象の拠点地区の形成 を目指す

広域拠点形成のために､商業施設 を中心 とした阜一機能主体型のセ ンター

でな く､菓務 ･文化 ･イ主宅等の 多様な機能 ､大小様 々な空間 ･形態が複合す

る多機能複合型のセンターを目指す｡

更に､時代の要請であ る国際化 ､情報化等 について も港北 ニュータウンの

主張すべ き方向であ り､セ ンター形成にあって も積極的に対応す る｡

2.生活 ･文化 の情 報発信拠 点の形成

当センター地区は､良好な住環境の t)とに大丑 に住宅 を供給す るニュータ

ウン内に立地す るため､業務機能 を中心とするMM21地区､新横浜地区とは異

な り､あ くまで生,舌に根差 した人間味豊かなセンターづ くりを目指す

従来のセ ンター地区に見 られるような､単 なる物的消費生.;舌を支えるため

だけの生′舌拠点ではな く､首都圏の中で も文化 イメージの非常に高い土地柄

や近年の文化教茸志向の高 まり等 を踏 まえ､知的 ･文化的消箆 を支 える生活

文化拠点 として将来のあるべ き生-,舌文化 を手長案す るJ:うな､情報発信性の高

い′先練 されたセンター を目指す

El

3.高 度の都 心性 と 自然性 を備 えたセ ンター の形成

道路等の都市基磐施設の整備水準や空間の質 を高め るとともに､情報系等

の ソフ トシステム を充実 し､ハー ド･ソフ ト両面 でバ ランスの とれた､全体

に整備水準の高い都心的魅力のあるセンターを目指す

更に､グ リー ンマ トリックスの拠点 としての公園､緑地等の豊富な 自然環

境 を積極的に,舌用 し､都市的アメニテ ィと自然的アメニテ ィの両方 を兼 ね備

えた､これ までの都心にない､ゆった りとして 自然が息づ く快適 なセ ンター

を目指すO

4.個性 豊 か で 自己主張 を持 つセ ンターの 形成

高水準な都市サー ビス､計画的施設立地等 を通 じて､空間､機能等 を含め

た トータルな面で他の商業業務地 との差別化 を追来 し､ニュータウン内居住

者が誇 りに思 うような個性豊かなセンター を目指す｡

また､他の広域拠点に対 しセンターの存在 を広範 にア ヒール し､広域的な

来街者 を吸引す るような 自己主張 をもつセ ンターを目指す｡
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I■ ⅠⅠ.修正計画方針

1.華対応の道 路 ネ ッ トワー クの 強化

(〇都市計画道路か らセ ンター内へのアプローチ道路 を増設す る｡

/さ東西間の連絡道路 を増設する｡

(9道路の段階構成 を明確 にす る｡

り幹線道路(周辺等の都市計画道路) 幅員28m､22m､20m

2)補助幹線道路 一 ･幅員20m

3)区画道路- 幅員14m

4)シンボル道路 幅員22m､16m

5)歩車融合道路一 幅員12m

6)歩行者専用道路

2, 大規模 施 設立地 への 対応

(D l･2地区それぞれ 2ヶ所 ､大規模核的複合施設の立地 を目的 とした大規

模街 区を確保す る

なお､その内 lヶ所は計画建設用地 (公団用地 ) とし､他方は民有地 とす

る

(診大規模枝的複合施設街 区は､回遊性 を創 出す るため(=､それぞれの地区内

で分散配置 させ る

ロ

3.駐 車場 の言十画 的確保

(D公共 と民間の分担 を図 りなが ら､馬主幸場 を大壷 に確保する｡その うち､計

画男主車場 として､次の もの を整備する.

以下の ような馬主車場の設置計画 によって合計4′000台 を確保す る

･駅前広場地下駐車場 2ヶ所 ×各500台-l,000台

･公 的 立 体 馬主車 場 2ヶ所 ×各500台- l.000台

･核的複合施設島主車場- ･4ヶ所 ×各500台-2,000台

q)各島主車場 を道路ネ ッ トワークと関連イ寸け､適正 な位置に配置す る

4.歩 きや す く､ くつ ろ げる快適 な歩行者 空 間の 形成

①現計画 と同様 ､都市計画道路 と歩行者専用道路､及び地区内の骨格 となる

主要 な歩行者専用道路 と地区内道路 とは立体分離 を原則 とするが､-胎の

歩行者専用道路等 と地区内道路 とは平面交差 とす る

*歩行者の負手旦を少な くす るとともに､過大fJ:法面の解消 を回 る

(診様々な歩行者空間 を創 出す る｡

･広幅鼻の ブールバール (ex原宿表参道､シャンゼ リゼ通 り 等)

･歩車融合道路 (ex横浜元町通 り 等)

･広場 ポケ ッ トパーク (シンボル広場等)等
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タウンセンターの基本的 骨 橋
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■ ⅠⅠⅠ.道路計画

1. 計画の基本 的考 え方

(D段階構成 を明確 にする

車利用者に とって利用 し易 く､かつ分か り易い構成 とす るため､センタ-

内は右の 6段階の道路によ り構成する｡

② 多様な歩行者空間 を形成す る

現計画のような歩行者専用道路主体の構成でな く､歩専道の シンボル道路

化 ､歩車融合道路の導入等によ り､多様な歩行者空間を形成 し､幹線系の歩

行者専用道路 とともに､セ ンター内の歩行者系ネ ッ トワークを構成する｡

(3-般道路 における歩行者系機能の充実 を図る

従来､最小限の歩道幅員 しか確保 していなか った もの を見直 し､

り幹線道路については､歩i割高員 を30mに拡幅す る｡

2)全ての道路 に植栽等 を設置す る0

3)道路の段階構成 を､植栽等によ り視覚的な明解 さにおいて も追求す る0

等 を行 う｡

④路上尊主事等 に計画的に対処する

交通渋滞の少ない､車利用者 にとって快適 なセンターを実現するために､

サー ビス車の停車や､異主車場への待 ち行列な ど､予想 され る馬主停車に計画的

に対応 し､原則的に全ての道路に停車帯 を設 ける｡

ロ

2.道 路の構 成 内容

(D幹線道路

都市計画決定 されている 4車線以上の道路｡

(中山 ･北 LLJ田線､佐.エ戸 ･北 山田線､L新羽 .荏EEl線､牛久保 ･中川線､駅

前停車場繰)

(診補助幹線道路

来街着､デリバ リー等の全ての車動線に対応するセンター内の骨格的な道路O

③ 区画道路

主 に沿道施設の利用､デ リバ リーのための道路｡

④ シンボル道路

歩行者の骨格動線､セ ンターの景観軸 として機能す る道路O

車の進入 を時間規制等によ り制限す る｡

(9歩車融合道路

主に歩行者空間 として機能す る道路｡

車の進入 を時間規制等 によ り制限す る｡

(昏歩行者専用道路

既 に都市計画決定 されている部分 ､及びセ ンター内の歩行者回遊動線 とし

て必要 な道路o

具体の断面l■成

道路種別 幹 線 道 路 補 助幹線道路 区画道路 シンボル道路(A) シンボル道路(B) 歩 車融合道措中北.佐北 新荏.年中 停車場緑

道 路 区 分 4種1級 4種1級 4種l級 4種3級 4種3級 4種3級 4種4級 4種4級

幅 員M 28 20 22 20 lLl 22 16 ー2

車 線 数 6 L1 4 2 2 2 1 1

車道幅員仙 3,25 175 3_25 3.0 3.0 3.0 4.0-6.0 4.0-6.0

歩道幅員州 2,0 2.25 2.D 3.0 1,5 5.D ll.D～12_0 6.0-B.0
植 樹 帯M 1.0 - 1_0 一.5 トド 2.5

停 車 胃州 - - - 2.5 1.5 - 部分的に確保
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■ Ⅳ.歩行者系ネットワークの計画

l. 現 計画 にお ける基 本 的考え方の 踏襲

0都市計画決定部分は､原則 として変更 しない｡

(診現計画における歩行者専用通路部分は､修正計画 において も ｢都市軸｣｢回

遊軸｣ として位置イ寸け､歩行者系のネ ッ トワークを図る｡

(雷地下鉄 3号線 と 4号線の間に設 けられ､ l･2地区を結ぶ歩行者用通路｢シ

ョッピングコ リダー｣は､当面は整備対象 としないが､将来の対応が可能

なようにその用地(空間)は リザーブ してお く｡

2.多様 な歩 行者 空 間 を形成 す る

現計画の ような歩行者専用道路による画一的なネ ッ トワークの考 え方 を改

め､シンボル道路､歩車融合道路等多様な歩行者空間 を形成する｡

また､計画が手旦保で きる大規模街 区にあっては宅地内ぺデを設 け､建築 と

一体化 した歩行者空間 を形成す る｡

3.一般道 路 部 にお ける歩 行者 系機 能 の充 実 を図 る

① 幹線道路における歩行者系機能 を見直 し､歩i三割高員を30mに拡幅す る｡

(診緑豊かでゆ った りした歩行者空間 を形成す るため(=､全ての道路に植栽 を

施す｡

4.歩 行者 専用道 路 幅員 を見直す

(D必要以上の広幅員による治道宅地の隔絶 とい う弊害 を考慮 し､歩行者専用

道路の幅員 を適正な規模 に修正する｡

② 地下鉄 3号線 と4号線の間にあるシ ョッピングコリダーの幅員に関 しては､

両地区同一の幅員 とする｡

.i ,=‥-= _ 一fi rトi: 1･. 文 化 財 公 園 再 声./

都市軸と回遊軸の構成
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歩行者専用道路及び歩行者系ネットワーク図■
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-■ Ⅴ.駐車場整備計画

タウンセンターには､大鼓の､ また､多様な交通 目的の琴主車場需要が予想

されるが､これ らに適切 に対応す るため､基盤 施設 としての馬主車場の整備 も

行い､利便性の高いセ ンター形成 を目指す｡

1.計画駐車 場

計画馬主車場 として二欠の もの を整備す る.

(D駅前広場地下等主車場

駅前広場の地下空間 を､その周辺地形 を生か しなが ら有効利用す る｡

2ヶ所 ×500台-l′000台

(診公的立体馬主車場

公共サイ ドで用地 を取得 した上 で､立体馬主車場 を整備す る0

2ヶ所 ×500台-l′000台

③核的複合施設馬主車場

核 的複合施設に付属 しt=一定規模の琴主車場 を整備す る0

4ヶ所 ×500台-2′000台

2.付置 義務 駐車 場

本 センターに付置義務条例 を適用す ることによ り､約 l,700台の琴主車場整備

が予定 される｡

■ Ⅵ.地下埋設物計画

l.計画の基本 的考 え方

(D高水準の公共サー ビスを提供す る

○都市機能､都市環境の一層の向上 を図るlL=め､地域冷暖房施設､高度情報

基盤施設等の新 しい都市施設 を導入す る

○歩行者､幸三枚方の円,滑な交通の確保 を図るとともに､道路舗装の美化､植

裁の充実など快適 な通行空間 を形成す る｡

(診無電柱化 (電線類の地中化 )を実施す る

配電線の地 中化 と同時に､NTTによる電気通信線路や設置の予想 される他

の高度情報通信基盤施設電線路 について も当然地 中化が行われ ることになり､

全域で無電柱化が実施 される

③段階的な需要発生 と需要の規模 に対応す る

2.地 下埋 設の基本方 針

地区全域で街区 ･琵各線の特性 に応 じた適切 な共同設置方式 を選定す る｡

(D共同設置方式の導入

共同設置方式は､電線路施設､管路施設等の複数の公益施設 を地下構造

物内に収容することによ り､占用物件の新増設､維持管理の際の道路の掘

り返 しを防止 し､道路構造の保全 と円滑な道路交通 を確保す るとともに､

占用物件の一体的､集約的な収容 によ り埋設物設置制兼勺の解消 を図 り安定

供給 と信東副生の高いサー ビスを実現す る手段 として有効であ り､当地区に

おいては地下埋設物の共同設置方式の導入 をノ検討す る｡

(さ地 区 .路線の特性 に応 じた適切 な方式選定

計画的な大規模街 区や小規模 な一般民有地が混在す る地区特性 を生か し

なが ら､タウンセンター としての機首巨を確保 し､各街 区や路線の特性 に合

わせた適切 な水準の基盤整備 を行 うために､各街 区 ･路線の特性 に応 じた

適切 な共同設置方式の選定 を行 うもの とする｡



｢

●■ Ⅶ.土地利用構成

1.全体構成の考 え方

(〇第 l地区､第 2地区それぞれに特徴 を持った構成

第 l地区､第 2地区共､ぺ-スには両地区住民の生L,舌を支えるために必要

かつ充分な機能を備 えることは当然であるが､より広域 を対象 とする拠点地

区として機能 してい くために､各々に独 自の特徴 をもたせ､施設展開上相乗

効果を発揮するような構成 とする｡

② ｢軸線｣｢ゾーン｣ ｢拠点｣による全体構造の明確な構成

様々な機能が導入される中で､全体構成の明確化 を図るために､歩行者動

線を主体 とした ｢軸線｣によるセンターの骨格 を形成する｡

その軸線 と関連付けなが ら､面的な特徴 をもつ ｢ゾーン｣､象徴的な意味 を

持つ ｢拠点｣ を適切 に配置することにより､分か り易 く､多様な魅力のある

センターを構成 してい く｡

I ｢軸線｣｢ソーン｣r拠点｣の構造イメ一一ジ

2.具体の構成

川 ゾーン構成

センター内に導入するのが好 ましいと考えられる機能 と､周辺住宅地や

歩行者動線等 との関係､地形条件や全体の景観構成等 との関係 を考慮 し､

以下に示 した 8つのゾーンを設けることとするo

(2)軸線の構成

(か都市軸 (シンボル軸)

･第 l地区､第 2地区それそれの中心部 を東西､南北に貫通する歩行者

軸 をセンターを象徴するシンボルス トLJ一 卜として設定するO

(a回遊軸 (買物軸)

･駅 と核的施設や集合馬主車場等を回遊する歩行者軸であ り､都市軸 と連

環 した地区内のシ ョッピングス トLJ一 卜として設定するO

･歩いて楽 しい街並みを形成するため､道路､歩行者専用道路及び沿道

の施設等に明確な性格付けを行い､特徴ある ｢通 り｣を形成する.

1ソーンと主な施設との関係

主な施設 商 業 業 務 文化 . 住 宅 公 共

ソーン 9呉楽等 公 益

核 的 複 合 施 設 ソ ー ン ㊨ (⊃ ○ (⊃

大 規 模 商 業 系 ソ ー ン ㊨ ○ (⊃ (⊃

中 .小 規 模 商 業 系 ゾ ー ン ㊨ (⊃ ○ ○

業 務 系 ソ ー ン ○ ㊨ (⊃ (⊃

商 業 . 住 宅 系 ソ ー ン ○ (⊃

スポ-ツ.L/9lJエーシ∃ン系ソ-ン ○ ◎ ○

文 化 系 ゾ ー ン ◎ (⊃
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(3)象徴的な拠点 (アクロスポイン ト)の構成

｢通 り｣の結節点など､人々が出会 う場や象徴的な意味 を持つ地点､周辺

か ら目立つ地点な とに､広場 と施設等が一体 となった拠点 を形成 し､線だ

けでな く点 としての特徴付 けを図るO

(Dシンボル広場

･東西､南北の都市軸の結節点である駅前一帯に､｢都市緑地｣と周辺の

建物が一体 となったシンボル広場 を設定する｡

②街角広場

･回遊軸等の結節点に､建物 と一体 となったポケ ッ トパーク的な小規模

な憩 いの空間 を設定する｡

ソ ー ン ソ ー ン の 性 格 配 置 の 考 え 方

核的複合施設ソ-ン ･センター全体の拠点となる大規模商業系複合施 ･両地区に2ヶ所ずつ配置する○

設が立地するソ-ンO ･一つは＼センターの嶺(シンボル広場)を形成す

･商業系施設だけでなく､文化 .レジャー施設､ L~るため＼駅前の郡市緑地を囲む位置に配置するO

業務サービス施設が複合立地するo ･他方は､街の拡がりを確保するため､駅から離れた郡市軸沿いに配置するo

大規模 ･比較的大規模の商業､業群系施設が立地するゾ ･センターの頒(シンボル広場)を形成するため＼

商 業 系 ソ ー ン -ンo 駅前の都市緑地の近くに配置するo

中 .小規模 ･比較的中 .小規模の商業施設主体の人間味豊か ･センター内全域が立地対象となるが､買回り動でアットホームな雰囲気のするソーンo 線の流れを形成するために､主として回遊軸沿

商 業 系 ゾ ー ン いに配置する○

業 務 系 ソ ー ン ･比較的中規模の-般純粋業務､あるいは生活関 ･生活関連の業務施設も想定されることから､就

達施設 .商業関連業務施設主体のソ-ンo 業者だけでなく､周辺住民も比較的利用し易い､

･また､一部には大規模業務施設を中心に､商業 駅前広場の周辺や､都市計画道路沿道に配置す

施設や宿泊施設等､業務関連施設が集積するソ-ンも設けるo るo

商業 .住宅系ソーン ･周辺の住宅地との調和に酉己属した商業 .住宅が ･周辺住宅地(アパマン地区)との街並みの調和や
複合するソーンo 都市計画道路沿道の活性化を図るため､都市計画通路沿道に配置するO

スポーツ .レクリ工 ･大規模なスポーツ系施設を主体とし､総合公園 ･センター周辺の豊富な自然環境を積極的に活用

-シ∃ン系ソーン 等の豊かな自然環境と一体化したソーン. し他の商業地にない独自の特徴づくりを図るため＼総合公園､早淵川と達担した位置に配置するo

文 化 系 ソ ー ン ･大規模な文化系公益施設が集積立地するソーン○ ･早淵川沿いに一大文化拠点を形成するため､歴史博物館､文化財公園､市民ホールを一体的に配置するo

行政関連施設ソーン ･区役所等の行政関連施設が集積立地し､飲食系の ･第2地区西側(従来から設定されている位置)に



ゾーニング図■
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■ Ⅷ.商業 ･業務施設の計画

1.商業 ･業務施設規模の算定

lセンター全体の床面積の設定

｢横浜地域(北部)商業近代化地域計画報告書｣ (昭和59年度)における需

要対応施設床推計値 をベースとしながら､核的複合施設の計画的立地等の

マスタープランの修正内容や近年の状況変化､更には計画的市街地形成に

関わる政策的判断等を加味 し､全体床面鞭 を設定する｡

2ノ各ブロック､ゾーン-の配分の考え方

区画整理事業の性格上､施設立地 を当該ブロックで想定できるもの と､

ある才量度の まとまりで想定すべきもの とL=分け られるので､まずブ ロ ック

単位で床面積 を設定できるもの を想定 した上でゾ-ン単位で配分するもの

についての想定 を行 うこととする｡

2.セ ンター全体の想定床面積

＼ ＼ 商業施設 業務施設 住 宅 文化施設 合 計

廷床面積(m7) 397.700 435.200 200.200 94,400 1.127.500

15

3.ソー ン別想定施設床面積の配分

ソ ー ン 宅地面積ml 法 定容積率% 想 定 床 面 積 m'商業施設 業務施設 住 宅 l文化施設 合 計

第 核 的 複 合 施 設 37.103 刈1ロ E]7.9BD 80.140 ドt ー78.100大 規 模 商 業 系中小規模商業系 一一.68733.06ー 600 3l.3ー0 7.820 39.l3068.74014OD.6DO 20.198 ー6.430 32.120 -

1 業 務 系 22.547 600 3t.5川 25.380 - 56.890
トー-商 業 .住 宅 系 T lllllll一一一一▲ -19,332 400 2.160 2.ー60 38,800 - 43.120

地 ー云 こ 六 方 リ区 文 化 系行 政 関 連 施 設計 垂 車 重 + 一 一 一 二 車重 二_ 38.400145.733 - 日83.130 ー31-930I70.920 38.400 仇 380

27.627 60D I77.600 55.0001 132,600

大 規 模 商 業 系 24.284 600 65.030 16.260 81,290

第 中小規模商業系 37,075400.600 19.BOD l6.9日8 36,640 - 73,420

2 業 務 系 81,048 500.680 47.dDO 154.890 202,290
商 業 .住 宅 系

地 ス,iこ こ㌻ ~こらリ 一一一｣-

行 政 関 連 施設 27.700 500.- 55.400l 二｣ コ 5.400
計 一一一一[ 一一[ 一一一+-268]02 -L2t4.570L303.270 129280 56,000 703.120

*業務系ソ-ンには駅舎用地に立地する施設床面積が加算されている｡

*中小規模商業系ソーンには鉄道高架下利用の施設床面橋がカロ算されている.



ゾーン別施設立地の想定 ■

両三宅 1.580
･業務 1.550
住宅 7290

雨芙 ~65.030
実務 16.260
住宅

商芙 7.5DO

業務 6330

住宅 1.200

I良 :'L.tL票差 蔓 冒:乱 雲芸濃 52喜呂 票差--.i仙 住宅 : 6.700､､住宅:仁 甜 =ー9.150_合計=43.750 合計云 二 ｢ ~二● 〝 l l T･7 了 し. ` こし

こ化 -'24.000 ーゝ竺 覇 .-.- 1-8 hq

l L -I.､､､ J.,i諾 -a .㌔. (文化, ′ トb■ゝ { t歴 物能 i!

1 で ーソ.-; P

住宅 :10.248 住宅 : .]｢ ー ー 一ヾ挺 =生- - - =熟
~~頂 =:≡住宅 : f 住宅:15,180

0 50 100 200 500M
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■■ Ⅸ.センター空間の形成イメージ

1.景観構成 イメー ジ

① ス トリー トによる ｢まちづ くり｣

タウンセンターは民有地が半分近 くを占めているため､それ ら民有地に対

しての街づ くりイメージの付与がセンター形成上重要である.

ここで､センター景観構成 を民有地を含めて構築 してい くために､まず､

まとまりやすい ｢ス トリー ト｣単位 での将来イメージを設定することとする｡

その上で､0道路､公園等の公共施設デザインをス トリー ト単位でキャラ

クターを持たせる､(診沿道の公団､市用地及び一部民有地における施設建設

を通 じて設定 したイメージを喚起するような拠点を形成する､等を行いtイ

メージを実現化 してい く｡

②都市軸 と回遊軸の性格分け

ス トリー トを沿道の換地状況や周辺地域 との関係性､立地環境､さらには

用途構成や空間構成 を勘案 し､｢都市軸｣と ｢回遊軸｣に分けて捉えることと

する｡

【都市軸】 ●商業 ･業務機能だけでな く､文化､スポーツ､芸術等の多様な

機能が複合するセンター全体のアクティビティの中心 となる軸D

●空間的には､アーバンスケールのゆった りとした象徴的な構成

を持つ｡質が高 く､品格のあるフォーマルな雰囲気のある空間

とする｡

●旧案で示 された ｢自由大通 り｣的イメージが展開 される通 りと

する｡

l､ Z地区及び早淵川沿いの地区を見通せる ｢トータル軸｣

自由時間時代的アクティビティを指向 した空間

展示 ･集会 ･催 し物等が常にどこでも演出され うる ｢都市の舞台｣

現代都市の予測 Lが1=い急激な変化(=対応 してい く受け皿

ロ

【回】基軸】 ● 自然発生的に店舗が立地 し､変化に富んだ､賑わい性の高い街

並 を持つ軸線 とする｡

●商業主体で､立体的に住宅 を複合する､生)舌の匂いのする人間

性豊かな軸線 とする｡
L

③大規模施設 とス トリー ト型施設 との役割分手旦について

ス トリー トイメージを検討する上で､大規模施設 とス トリー ト型施設 (主

に中 ･小規模商業系 ゾーン､商業 ･住宅系 ゾーン内施設)との役割分担 を下

表のように設定する｡

■役割分担の考え方

核 的 施 設 ス ト リ ー ト

基本的機能 広域対応､需要喚起機能重視 近隣 .地域対応､

鉄道 .バス及び自動車対応 需要対応機能主体

主な用途 .機能等 大規模複合機能 中 .小規模商業主体あ 程度 を と カ ー ~ヽ

る 王 は商業 核 しつつ､その他に大規模な業務.住宅(宿泊). 民地主体とElる｣と力b､商業(主に掬販 .飲食)が主体となる

文化､娯楽機能を複合する その他に生活関連業務､文化 .娯莱(夜間性卜 住宅 (商業経営者向け等)を複合する

具体例 ワンストップシ∃ツピンクが可能 大規模店舗でカバ-できない､特

(小売､飲食) な総合フルライン百貨店､専門特 定小数需要者対応の専門店､特化

化型百貨店､大型総合圭販店 店や最寄品､買い回り品対応の-

般小売店等

高級レストラン､カフェ等､

ン等 バー､赤提灯等の夜間性飲食店

空間の質 . フォーマルで象徴性の強い､ア- 人間味あふれるヒューマンな空間

形態 バンスケールの空間 歴史と現代等､様々な要素が混在

様々な空間がある程度の統一性を する変化に富んだ､多様な魅力の

持って平面的かつ立体的に灘縮 .集積する､賑わい性の高い空間 ある空間

施設展開 まちびらき時や4号線開通時など 発生時期はまちまちであり､恐ら

時期 センター開発の筋目となる時期に､ く､初期段階以降､周辺人口定着



景観構成イメージ ■

■,_･卜､L■L'L二･+.:T超高層インテリジェントビル総合公園等の緑豊かな環境に包まれた2地区西側地区のシンボル例)新宿三井ビル●シビックタウン自然石を使った落書きのある責主物と､水､緑等の自然要素､広喝とが一体となった建物(中層住体)L垂からの視ほを恵:尽したタウンセンターのゲート的建物(道路を隅てたiB物とのツイン偶成)
■グリーンポートプラザ
大規模なデパートを中心としっつも､

等の半外部空間が一体とfJ:った､開
放的で多様な魅力のある控物.

■市民ホール
ホ-ル等の大空間の窯場
そのものがデザインされ
た象徴的な建物
例)シドニーオペラハウス
幕張イベントホIJL'

ll総合スポーツtzンクー
ガラス面の多い開放的か
つシンボリックな建物で
夜間も明るい｡

J歴史博物館

シンボル道路のビスタを受け
とめるシンボリックTJ:建物

■カルチャーマ一一ナット
外部空間と-体となった
群建築(ラビリンス空間)
例)ホートンプラザ

■見晴らしテラス
テラスの下郡の耶前広場
に面した壁伝いは水が流
れ落ちる｡(清水広場)
例)クエル公園
フォアコートプラザ

Dベデを喝てたツイン建物と
階段が一体となった,シン
ボル適鞘のケ-ト
例)I(ルチノン多堤

時計台(仕掛け時計)の
ある特徴的な建物

■コミュニティ広場
適度な囲み 閉鎖性があり
諸刃引ナる中庭的広場.
取水のある広場
例)三ユヘンマリ工ン広場

- 広場 盟 3･,Lli嘉島亮雷電 国富 ゲート

踊 らし広場 0 銅 層施設 ★ 自然の細 ポイント

0 50 100 200 500M
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2.ストリートイメージ

第 1地区

●インターナシ ョナル軸(都市軸 -アッパータウン南北軸)

ヨー ロッパ風の街並が リアルに再現 され る通 りとしてイメージされ る｡

●アーバ ン ･シ ョッピング軸

都市的なライフスタイル を持つ特定の階層向けの住宅が立体的に複合する､

都会的な性格の強い通 り｡

●アー ト&デザイン軸(都市軸 -ダウンタウン南北軸 )

l地区の シンボル となる基幹空間であ り､文化 ､芸術､娯楽系の施設等の現

代的で優れたデザインの建物 と緑豊かな樹木が調和す る通 り｡

●エンターテ イメン ト軸

大小様々な劇場や スタジオ等の文化創造のための施設や飲食系施設が多 く立

地す る､活気 と･;舌力 をもつエ ンターテイメン ト性豊かな軸線o

●生)舌軸(都市軸 -アッパー タウン東西軸)

住宅地 とセンター (都心部) とのバ ッファ的な役割 を担 う軸線であ り､緑豊

かで人々がゆった りと寛げる広場のある通 り｡

…宕2地区

●ファッシ ョン軸(都市軸 -ア ッパータウン南北軸)

2地区のシンボル となる基幹空間で､フ ァッシ ョン性豊かな店舗 だけでな く､

業務施設 も多 く立地す る極めて広域性の強い軸線｡

●ク リエイテ ィブ軸

24時間 リアルタイムで可動す る業務関連施設 を中心 とし､各種の業務支援サ

ー ビス施設や各種の専門店等が数 多 く立地す る軸 で､先進性の強い､ポス ト

モダン調の空間 としてイメージされる｡
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●エンターテイメン ト軸

小規模 な映画館や都市型娯楽施設 を核 とす る､若者の文化創造､情報発信の

場 としてイメージされ る軸線｡

●アーバ ン ･シ ョッピング軸 ⊥

周辺住宅地の ニーズに対応す るやや高級な食料品､ 日常買い回 り店舗 を核 と

して､都市生活関連の店舗が集積す る賑わいのある軸｡

●ウェルネス軸(都市軸 -ダウンタウン南北軸)

健康 ､医療 ､スポーツ､ 自然食料品等の関連店舗や外食関連施設 が主体 とな

り､多様な人々が利用す る賑わい性の高い通 り｡

●インテ リジェン ト軸

近代的な建物 と緑豊かなタト郡空間が適度 にバ ランスを持 って配置 される､業

務施設 ･業務支援施設が立地す るビジネスマン主体の通 り｡

●シビック軸(都市軸 -ア ッパータウン西側東西軸 )

建物は低密度でオープンスペースが豊かであ り､安 らぎと落着 きを感 じさせ

る空間 としてイメージされ る､行政サー ビス､生)舌サー ビス施設が多 く立 地

す る軸｡

●シ ョッピング軸

比妻校的熟成 され1=住宅地 に近接 し､ ヒューマンスケールの建物 と道路空間が

一体 となった生活空間で､車対応のスーパーや最寄 り性の強い店舗が多 く立

地するt近隣生)舌サー ビス的性格が強い軸線｡

● レク リエーシ ョン軸

行政関連施設 と総合公園 を結び､業務施設が主体 にな りつつ も業務支援施設

が数多 く立地 し､通 り全体が開放的で くつ ろげる空間 となる､レク リエーシ

ヨナルなオープンスペースとしての性格が強い軸線｡



ストリートの構成 }



■第 1地区 -アート亀デザイン軸

21



空間構成イメージ(例)■
■第2地区 _ウェルネス軸

I見晴らし広場､階段広助力形成

DT部との連続性を視覚的に碓
俣すると共に､タイナミックな

寮規拠点を形成するため.傾斜
面を利用し階段広場を形成する｡

d象徴的な駅舎建築の実現

シンボル逼指のビスタを受ける

駅合部分は､デザイン等に充分
配慮､2地区のイメ-ジ形成に
つながるような象徴的な建物と

する｡

t為設内,i動の広骨＼のにじみ出し広場空間が広大なこともあり､広場周りごの聖面後退は行寸つない｡むしろ､租睡的に広ぢ空間を議用し.様々なイベント､商業活動を行うことを奨励する｡

■第2士也区 :ファッション軸

■求心性の強い､
象徴的な広場空間の形成
東西方向の都市軸と南北方向(DT側)
の都市軸が璽なり､アイストップとな

る位置にオベリスクを招き､それを中

心とした求心性の強い広場偶成とする｡
(2地区の へ̀そMとなるgEl分)

■建物の高さの統一

通りの連枝性を旺環すると共に､
開放的な通りとするため.岩毒か
ら一定6昌の部分については.建物

高さを5階程度に続-する｡

■街路樹の連続性

通路部分の裡i路側をベデ(広場)

部分まで逆流させ､通りとして

IIセンターのゲートの形成
同じデザインのは物をツインに
配薗し､センタ-のゲ-トを形
成する｡



3.シンボ ル広場の 空 間 イ メー ジ

C)グ リー ンマ トリックスの起終点 として､ 自然(水､緑､地形)を積極的に

取 り込む

●港北 ニュータウン全体のデザインポ リシーを受け継 ぎ､ 自然的要素 を積極

的に取 り入れることによ り､他の中心市街地 にない "ゆ とり〝 と "うるお

い〝があ り､"都心性 と自然性の調和す る セ々ンターのアイデ ンテ ィテ ィを

創 出す る｡

●グ リー ンマ トリックスをセ ンター内に引 き込み､センター外の婦道 とネ ッ

トワークす るため､シンボル道路の緑化 とその結節点 としての シンボル広

場への 自然要素の積極的導入 を図 る｡

(参常に脹わいと活気のある､イベ ン ト性豊かな空間 を創 出す る｡

●センター開発戦略或いはC1戦略 としての様 々なイベ ン トが展開で きる場 と

して､シンボル広場 を位置付ける｡

イベ ン トを通 じて､センターを広 く世間に知 らしめるとともに､セ ンター

自体 を)舌性化 させ る拠点 として､積極的にイベ ン トを展開す ることとし､

それ らの イベ ン トが何時で も自由に展開で きる受け皿 として､積極的に位

置付 ける｡

●-方で､シンボル広場は､ニュータウン内の生′舌動線のネ ッ トワークであ

るオレンジネ ッ トワークの起終点で もあ り､ニュー タウン内外の多様かつ

大貴の人々が出会 う､コ ミュニケーシ ョンの場 として位置付 ける

也



円

施設配置イメージ図 ■
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'■ Ⅹ.核的複合施設の建設イメージ

l.核 的複 合施 設の展 開イ メー ジ

需要 にJ:る施設立地規模 を超える､よ り高い付加イ酎直をもった複合的施設

展開 を目指す

枝的複合施設 はタウンセ ンター地区で も最 も拠点的役割 を持 った施設であ

り､それに相応 しい施設展開が必要 てある｡

拠点的施設 は､一般に需要ベースを越 える様 々な施設の展開が行われてお

り､これが実質的に都心性や拠点性 をイ寸与す ることになる｡つ まり､地域

その ものに付加価値 を付け､よ り強いインパク トを与 える施設の展開が拠

点的施設 にとっては不可欠な要素 ということがで きるo

従 って､二こては需要 に対応 したベーシックな機能以外 に､需要 をさらに

喚起す るための機能 を積極的に導入 した施設展開 を図 ることとす る.

2.核 的複 合施 設構 成 の基本 的考 え方

(p l･2地区の関係

タウンセ ンターの ｢-体性｣ と lI2地区の ｢性格分 け｣ を核的複合i
施設によって具現化す る i
卜2地 区は基本的に一 つのセ ンター として計画 を進めている関係上 ､核的

複合施設 はセ ンター内に立地す る4つの核施設 として手足える0

･しか し､センターの施設建設戦略上 ､ lI2地 区の特色づけを明確 に行 う

ことも想定 きれ､その場合､核施設がその際の主体 的役割 を担 ってい くこ

とになる｡

(∋共 同化義務街 区 と計画建設街区の関係

共同化義務街区 と計画建設街 区の核施設 としての役割 と施設建設の基本的

方｢吉日まLRの ように考え られるO

【共同化義務街区】

多 目的性 に対応 して､多様な人々を集客す ると同時に､特 に商業施設展 :

閑の キー となる｡

物販､飲食 を主体 とした施設構成 とし､これに複合する施設 は比較的広 ;

範囲か ら多数の来街が櫓得てきる一般的で開放性のある施設 を想定するo:

ある程度 目的性のあ る施設 によって､セ ンター地区の アイデ ンテ ィテ ィ

形成に寄与す る｡

物販､飲食はベースとなる機能 として位置付 け､施設展開のメインは比

較的特化 した機能の集手貢を想定す るO

(丑機能構成

･個別の機能構成 イメージは､商業 ･飲食 ･生′舌サー ビス系のベーシ ンクな

機能は全 てに備 わ ってお り､かつ基本的にあ らゆ るものが融合す る形態 を

各施設が もち得 るもの とする｡

t ) I
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3.核 的複 合施 設の施 設整 備 コンセ プ ト

(D L- A街区 (共同化義務街区)

｢国際性 をテーマに した商業 こホテル を複合 した施設｣

-サ7概念 ●r書 と光の "交響化''- シンフォニーーJI

○インターナシ ョナルな商品構成 をペースにライフスタイル を提案す るシ ョ

ッピングプレゼンテーシ ョンステージづ くりo

o宿泊機能 とバ ンケ ッ ト機能 を備 えた多様な支,充セ ンター として､24時間化

に対応 できる器づ くり｡

○ニュータウン全体の ラン ドスケープとなるシンボル タワー｡

② 1- B街区 (計画建設街区)

｢生ノ舌 ･文化の情報発信性の高い様々な施設の複合｣

-サブ概念 Ir書 と光の "静寂化"-サイレン トIJ

○地域文化の創造 を担 う施設機能の導入 と世界 を視野に;台めたカルチ ャー&

アー トステージづ くり｡

○様々なターゲ ッ トに対応 したエ ンターテイメン トを用意 し､文化創造の装

置 となる話題性 と先進性の追及｡

(92-A街区 (共同化義務街区)

｢比較的オー ソ ドックスな商業 とスポーツ とを複合 した施設｣

○様 々なニーズ ･ウォンツに対応 した商品構成 による､ライフスタイル全般

にわたる情報発信基地づ くり｡

○都市型スポーツと-ルス機能の総合的-体化 による､新 しいア ミューズメ

ン トスタイルの提案｡

○セ ンター を代表す る施設 として､開放 的なコ ミュニケーシ ョンセンターづ

くりD

④ 2-B街区 (計画建設街区)

｢専門色の強い商業 とオフィスとを複合 した施設｣

一サブ概念 IFl光 と書の "内在化〝-ハーモニーーJ

○利便性 を備 えることによってオフィスワーカーの′舌性化 を回 る､アメニテ

ィ三盗れる環境つ くりによる ビジネス リゾー トづ くりo

oニュータウン内の R&D機能や先進的企業の集積 による情報受発信の拠点づ

くりと､それ らの支援､交流の場づ くり｡

○ビジネスソ- ンの閉鎖性 を書非除 したイベ ン ト空間 とセ ンター内外 に存在 を

ア ピールす るシンボルタワーづ くり｡

核的複合施設の構成イメージ
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施設建設イメージ ■

■立体構成イメ-ジ図

■外観イメージ
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